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 会 議 名  

（付属機関等名）  
令和５年度 第３回 川西市健康づくり推進協議会 

事務局（担当課）  健康医療部  保健・医療政策課 

開 催 日 時  令和５年１０月１７日（火）午後２時  

開 催 場 所  川西市役所４階 庁議室  

出

席

者 

委 員  

出席 織田委員、松浦委員、樋口委員、佃委員、平岡委員、清水委

員、西口委員、日下委員、武内委員、寶田委員、松隈委員、中澤委

員、釜本委員、高瀬委員、山田委員 

ウェブ出席森田委員 

欠席 酒井委員、臼井委員、林委員、蜂須賀委員、福井委員、黒山

委員、中村委員 

そ の 他    

事 務 局  

健康医療部：阪上部長、松本副部長、塩川副部長 

保健・医療政策課：西村課長補佐、中嶋主任 

保健センター：坂上所長、森所長、北田副主幹、宮代主査、曽野歯

科衛生士 

傍聴の可否  可  傍 聴 者 数  １人  

傍聴不可・一部不可の

場合は、その理由  

 

  

会 議 次 第  

１ 開会 

２ 議事 

（１）次期計画素案について 

３ その他 

４ 閉会 

  

会 議 結 果  

 

別添「審議経過」のとおり 



審 議 経 過  
１ 開会 

開会の挨拶 

（ウェブ出席者について本人であること及び意思疎通ができることを確認。過半数の出席を確認

し、川西市健康づくり推進協議会規則第７条第２項の規定に基づき、審議会の成立を報告。） 

 

２ 議事 

（１）次期計画素案について 

 次期計画素案について事務局より説明 

【質疑・応答】 

（委員） 

ライフステージに応じた健康の取り組みの表の基本施策たばこ、青壮年期～高齢期のところで「子

どもや喫煙しない人の周りでたばこを吸わないように」との記載に妊婦についても追加したほうが

よいのでは。 

（事務局） 

そのような形で修正する。 

（委員） 

44 頁の目標とその達成状況の部分で現状値と目標値が前回から変化しているのは、担当部署と調整

し、より正しい数値に変えたということか。 

（事務局） 

そのとおり。 

（委員） 

73 頁のところだけ現在調整中ということで数値が入っていない。いつ頃入る予定か。 

（事務局） 

総合計画でも指標としているもので、市民実感調査を追加で実施し、総合計画での数値が確定する

予定。パブリックコメントまでには間に合わないが、計画策定までには間に合わせる。 

（委員） 

これからの 10年間の計画を策定するにあたって人口については記載があるが、高齢化が進んでいく

中で地域包括ケアシステムやフレイルの話が色々でてくるので、人口ピラミッドのようなものがデ

ータとしてあってもよいのではないか。 

（事務局） 

年齢ごとの人口の今後の見通しという点について記載がないので、本計画に記載するか、別計画に

記載があることを示すか、どちらかで把握できるような形にする。 

（委員） 

「新しい生活様式」という文言が時々出てくるが、新型コロナの５類移行に伴い見直しされてい

る。別の表現に改めたほうがよいのでは。 

（事務局） 

どのような扱いがよいか検討する。 



（委員） 

「川西リハビリテーション病院において実施している小児科外来の患者が伸びない状況にありま

す」という書きぶりについて、まだ開院して半年というところで伸びないという書きぶりが適切か

気になった。 

（事務局） 

４月は１日に患者が１人も来ない日があったような状況でスタートし、広報誌への掲載などで７月

は１日平均 2.6 人まで増えたが、８月は１日平均 1.6 人というのが現状。今後の推移も見ていく必

要があるが、現状を記載している。 

（委員） 

この小児科外来を受診するには、電話で事前連絡をしてから行くようなシステムになっている。こ

れではそんなに伸びないだろうし、宣伝がまだまだ足りないのかなと。これはそのまま掲載してい

くということでよいか。 

（事務局） 

地元要望もあった中で開設したが、現状として患者数は伸びていない。一方で、小児科医が豊富に

はいない状況の中で、それだけしか診られていないのは課題である。PRが少ない、行きづらさとい

ったあたりは解消していきたいと思っているが、小児科医１人を配置しながら、患者がそれだけし

か来ないという状況については課題として認識している。 

（委員） 

前回の計画には基本理念でとてもいいものが書かれている。今回の計画には書かれていないが、こ

れは残るということか。 

（事務局） 

上位計画である総合計画の素案で目指す都市像として「心地よさ 息づくまち 川西 ～ジブンイロ叶

う未来へ～」が挙げられているため、本計画では個別に理念を設定せず、総合計画と同じ理念とす

る。 

（委員） 

８年間の計画となるが、単年度ごとに計画の実行も含め判定していくとか、世の中が変化したとき

の取り扱いを確認したい。 

（事務局） 

６頁に記載のとおり社会状況の変化や国・県の施策、上位計画などの改定に伴って、必要に応じて

見直しを行う。毎年度、本協議会において計画の進捗状況報告を行う。 

 

３ その他 

 「かわにし食育推進だより」を配付、説明。 

 

４ 閉会 

 閉会の挨拶 

 

 

 


